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「戌」は十二支のひとつで、この「戌」という漢字は「一」と「戈（ほこ）」という漢字から成り立ち、元は作物を刃物で
刈り取りひとまとめに締めくくることを表しているそうです。後に、覚え易くするために動物の「犬」が割り当てられま
した。
「酉」が収穫できる状態だとしますと、「戌」は収穫後の段階だと考えられています。
また、「戌（犬）」は人間との付き合いも古く、社会性があり、人に忠実な動物であるため、「勤勉で努力家」の意味があり、
その他にも、「安産・安全・保護・防御・忠誠・献身」などの意味があるそうです。
今回の表紙は「戸隠どんど焼き祭り」です。スキー場を舞台に松明滑走や雪上花火大会などが 盛大に行われました。
本年が会員の皆様にとって良い年となりますように。
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昨
秋
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
再
び

市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
の

大
き
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
使
命
と
責
任
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
お
約
束
し
た
「
私
の
政

策
」
を
着
実
に
進
め
、「
活
き
生
き
〝
な
が

の
〞
元
気
な
長
野
」
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

公
約
で
あ
る
市
民
の
皆
様
の
健
康
保
持
・

増
進
施
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
先
ご
ろ
「
な

が
の
ベ
ジ
ラ
イ
フ
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
野
菜
を
先
に
食
べ
る
習
慣
付

け
を
は
じ
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
等
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
向
け
て
市
民
の
皆
様
と
実
践
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

安
定
し
た
雇
用
確
保
施
策
と
し
ま
し
て

は
、「
カ
ム
バ
ッ
ク
ｔ
ｏ
な
が
の
」
を
合
言

葉
に
、
長
野
地
域
の
企
業
と
首
都
圏
の
若
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
提
供
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
都
内
で
「
ナ
ガ
ノ
の
シ

ゴ
ト
博
」
や
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
地
元
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ツ

ア
ー
等
を
実
施
し
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
長
野
で
働
き
た
い
人
と

企
業
を
つ
な
ぐ
就
職
情
報
サ
イ
ト
「
お
し
ご
と

な
が
の
」
は
、
情
報
量
も
増
え
見
や
す
さ
も
向

上
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、

育
児
、
そ
し
て
教
育
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

学
力
・
体
力
の
向
上
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
事
業
所

が
連
携
・
協
働
し
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
医
療
・
介
護
の
充
実
、
社
会
的

援
助
を
必
要
と
す
る
方
の
自
立
支
援
、
災
害
に

備
え
た
万
全
の
体
制
の
構
築
、
公
共
交
通
の
整

備
・
渋
滞
対
策
の
実
施
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

現
在
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
が

進
む
中
で
、
市
の
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

私
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
培
っ
て
き
た
知
識
・

経
験
・
人
脈
と
1
期
4
年
間
の
市
政
運
営
の
実

績
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
声
を
お
聴
き
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
長
野

市
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
長
野
市
商
工
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長野市長
加藤久雄

　　　　　　　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
が
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
三
が
日
か
ら
雪
が
降
り
ま
し
た

の
で
、
除
雪
を
担
当
さ
れ
て
い
る
企
業
の

皆
様
は
落
ち
着
か
な
い
年
初
め
だ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
一
方
、
戸
隠
の
ス
キ
ー
場

は
良
質
の
雪
で
順
調
な
入
り
込
み
が
あ
っ

た
と
お
聞
き
し
て
お
り
、
一
安
心
し
て
お

り
ま
す
。
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
も
う
す

ぐ
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
選
手
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
気
の

盛
り
上
が
り
に
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
を
取
り
巻
く
経
済
・
景
気
の
動

向
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
拡
大
が
続
い

て
お
り
、
資
金
需
要
等
を
見
て
も
比
較
的

落
ち
着
い
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
へ
来
て
公
共
事
業
を
は
じ
め
建

設
関
係
の
受
注
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
話
も
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
北
朝
鮮
の
過
激
な
行

動
や
、
韓
国
の
対
日
姿
勢
の
変
化
な
ど
、

国
際
的
に
も
不
安
材
料
が
出
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
の
四
月
に
は
長
野

市
内
に
県
立
大
学
が
開
学
し
、
地
域
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
多
く
の

企
業
が
人
材
不
足
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

将
来
的
に
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
学
生
た
ち

が
地
域
の
担
い
手
と
し
て
定
着
す
る
よ
う

に
、
企
業
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
長
野
市
商
工
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
私
を
は
じ
め
現
在
の
役
員
の
任
期
が

あ
と
数
か
月
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、

次
の
役
員
の
人
選
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
で
新
し
い
優
秀
な
皆
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
、
県
下
最
大
の

商
工
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
の
異
な

る
十
支
部
が
力
を
出
し
合
い
、
絆
を
強
め

て
地
域
の
活
性
化
を
担
っ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
新
規
会
員
の
確
保
、

そ
し
て
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
の
努

力
を
怠
ら
ず
、
長
野
市
商
工
会
が
、「
地

域
を
支
え
る
商
工
会
」
と
し
て
、
地
域
を

元
気
に
し
、
皆
様
に
頼
り
に
さ
れ
る
存
在

と
な
る
よ
う
会
員
一
同
、
協
力
し
合
い
、

頑
張
っ
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長野市商工会長
横山　英雄

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

活
き
生
き
〝
な
が
の
〞
元
気
な
長
野

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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ロクシキ経営（株）
代表取締役

中
なか

邨
むら

 康
やす

弘
ひろ

（更北支部会員）

　前回から、経営者の方に向けて、生産性を上げるための情報をお伝えしています。今回は、生産性を
上げるために最初にやった方が良いことをお伝えします。タイトルにもありますが、まずすべきは、社
員の協力を取り付けることです。

　具体的に何をすべきか、結論から言うと、次の通りです。

「賃金テーブルを作り、公開する」
　なぜかと言うと、生産性を上げるための活動を始めると、社員から100%の確率で賃金をどう決めて
いるのか聞かれるので、それに回答する必要があるからです。社員は、生産性を上げれば自分たちが報
われるということを、目に見える形で納得したいのです。また、給料の決め方がブラックボックスになっ
ていることに不信感を持っています。こういった状況を打破するために、賃金テーブルを作り、公開し
てください。社員に対して、自分たちがどのような努力をすれば報われるのか、明るい未来を指し示し、
協力を取り付けるのです。

　次に、もうひとつやった方が良いことがあります。上記と同様、結論から言うと、次の通りです。

「決算書をそのまま公開する」
　なぜかと言うと、社員は、会社がどれだけ儲かっているか、あるいは損をしているか、理解するため
の情報を持っていないので、情報提供する必要があるからです。先の給料の決め方もそうですが、会社
の収支状況がブラックボックスの状態で、ただ売上をもっと上げろとか、もっと効率的に働けと言われ
ても、納得感が得られないのです。なぜ、もっと売上が必要なのか、なぜ、もっと効率的に仕事をしな
ければいけないのか、決算書を使って定量的な議論をしてください。経営数字をきちんと示して説明す
れば、協力を取り付けられるはずです。

　さて、今回の話題について、次のような反対意見を持った経営者もおられるのではないでしょうか。

「給料なんてなるべく払いたくないのが本音だし、決算書の公開なんてもってのほかだ！」
　この場合、自分の力だけである程度なんとかする必要があるのですが、次号では、こういった方のた
めに、なるべく社員に頼らなくてもできる生産性向上策をお伝えしたいと思います。

「生産性」を上げるための下準備
～社員の協力を取り付ける～

経経 営営 知知 識識

　邦楽演奏

あいさつする横山会長

日時：平成30年1月13日（土）
場所：ホテル メトロポリタン長野

総勢約260  名の来賓・会員が集い
盛会に開催

相互の親睦を深めました

塩谷幸隆 長野地域振興局長
樋口　博 長野市副市長
服部宏昭 長野県議会議員
小林治晴 長野市議会議長

ご祝辞をいただいた
ご来賓

第12回

新春交流会
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長野市中条支所の東約200m
で電気配線工事・LED照明工
事・電気製品販売などを営んで
います。
過去には中条中学校グラン

ド照明工事をはじめ、中条中学
校校舎電気工事、かがやき広場
中条、鬼無里下水道最終処分場
などの電気配線工事を施工しま
した。
地域の方々の要望や、幼稚

園・小学校・中学校・長野西高
中条高などのメンテナンスは、
迅速に応えられるように努めて
います。
また高齢化が進んでいる地

域ですが、「頼りになる店」と
してお役に立てるよう心がけて
います。

長野市豊野町の皆様、こん
にちは。明光義塾豊野教室で
す。当教室は、2014年3月に
開校致しました。場所は、も
ともとアメリカンドラックさ
んが入っていた建物です。
豊野教室では、お子様の現在の学習状況や学力を

伺った上で、お子様に合った学習計画を立てていき
ます。予習、復習とどちらも対応が可能です。また
学校の定期テスト対策や個別での学習相談も行って
います。
ちょっとしたことでも構いませんので、是非ご相

談ください！

このまちに活きるこのまちに活きる

山野井電化

31

31

中条郵便局

大町街
道

山野井電化

㈱長野フジカラー

フジカラー
フォトタウン

長野南郵便局

平安堂

長野信用金庫
川中島支店

至長野市街

至篠ノ井

77

　昭和39年（1964年2月）に川中島町
にて創業しました。事業所は当地の他
に松本市宮田でも営業しています。当
社は各種カラー写真の製作・販売写真・
映像関連商品・機材・用品の販売、デ
ジタル画像処理全般及びスタジオ、貸
衣装、各種撮影業務を行っています。
　近年は、フォトタウン事業部を設け、ブライダルフォトアルバ
ム、スクールアルバムの企画・製作、動画・デジタルコンテンツ
－等々、最新の映像技術を基に、お客様の業務や事業をサポー
トするサービスも行なっております。

　フォトタウンでは、みなさまの幸せの1日を写真に残すお手伝い
をしています。
　スタッフ一同笑顔でお迎えいたします。お気軽にお越しください。

～～ 未来を豊かにする写真（宝物）づくり ～～

〒381-2221　長野市川中島町御厨944
☎ 213-6571　fax 213-6381

phototown@fujicolor-nagano.co.jp
http://www.phototown.jp

フジカラーフォトタウン

更北建設㈱

445

古戦場入口

川中島
 古戦場

いき

小島田

18
35

　私達更北建設は、先代
から続く創業53年もの間
建設に携わっており、日
頃からお客様の御要望に
答える為に努力を重ねて
おります。新築、リフォー
ム、不動産業、小さな修理、修繕工事などの土地・
建物に関する全ての事に対応しております。
　今回社屋を新築する計画にあたり、新たなスター
トとして今までの積み重ねた経験を活かし、未来へ
の発展を目指して皆様の笑顔を作り出せる様に精進
していきたいと思っております。

〒381-2212　長野市小島田町1049
☎ 285-3838　fax 285-3257

更北建設㈱

明光義塾豊野教室

東町

豊野

赤沼

18

66

豊野駅 交番
豊野病院

〒389-1105　長野市豊野町豊野467-1
☎ 257-3210（fax兼）

〒381-3203　長野市中条4437-1
☎ 268-3111　fax 268-3112

明光義塾豊野教室

更北支部

豊野支部

川中島支部

中条支部

「写真は未来へのおくりもの」

PhotoTown 外観更北建設㈱外観

中条中学グランド照明
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会員企業
紹介コーナー 更北

支部

〒381-2214
長野市稲里町田牧1548
TEL（026）284-3114
FAX（026）284-4737
http://www.nagano-milk.co.jp/

長野牛乳株式会社

●
組
織
の
沿
革

　

当
社
は
昭
和
12
年
長
野
市
内
の

乳
処
理
業
者
が
結
集
し
て
、
長
水

牛
乳
商
業
組
合
と
し
て
発
足
致
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
24
年
長
野
商
業

協
同
組
合
と
な
り
、
昭
和
45
年
に

は
長
野
牛
乳
協
業
組
合
に
組
織
変

更
し
、
時
代
の
変
革
と
と
も
に
平

成
16
年
に
は
長
野
牛
乳
株
式
会
社

と
な
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

●
県
内
、
隣
県
へ
の
販
売

　

現
在
、
商
品
は
地
元
の
量
販
店

様
、
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
ー
様
に
納

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
一
方
、
県
外

は
新
潟
、
石
川
、
福
井
の
北
陸
方

面
と
岐
阜
、
愛
知
の
中
京
方
面
に

出
荷
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

牛
乳
の
原
料

と
な
る
原
乳
の

大
半
は
長
野
県

産
で
す
が
、
一

部
、
群
馬
、
愛

知
、三
重
よ
り
買
い
入
れ
て
お
り
、

夏
場
の
最
需
要
期
に
は
北
海
道
か

ら
も
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。

●
環
境
と
地
域
へ
の
貢
献

　

食
品
製
造
会
社
と
し
て
環
境
に

も
配
慮
し
、
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
を
重

油
か
ら
都
市
ガ
ス
に
転
換
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、職
場
体
験
の
受
け
入
れ
、

学
校
給
食
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
平
成
23
年
か
ら
は
新
規
事

業
と
し
て
地
元
産
の
果
物
を
加
工

す
る
ジ
ュ
レ
事
業
を
立
ち
上
げ
、

現
在
軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。

●
安
全
、
安
心
な
製
品
を

　

私
た
ち
長
野
牛
乳
は
、
そ
の
長

い
歴
史
の
中
で
常
に
安
全
、
安
心

で
高
品
質
な
製
品
を
生
み
出
す
努

力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
時
代
に
向
け

て
「
人
々
の
健
康
づ
く
り
を
通

じ
、
味
わ
い
豊
か
で
い
き
い
き
と

し
た
社
会
を
築
く
こ
と
」
と
い
う

企
業
理
念
の
も
と
に
、
邁
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  長野牛乳（株）外観

 職場体験

 品質検査

  殺菌機

  製造ライン

牛乳・ジュレ商品
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四
支
部
合
同
情
報
交
換

会
を
10
月
14
日
に
行
い
ま

し
た
。

全
体
で
18
人
が
参
加

し
、
午
前
中
は
中
野
市
の

「
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
」
で

交
流
を
深
め
、
午
後
は
山

ノ
内
町
の
湯
田
中
「
あ
ぶ

ら
や
燈
千
」
で
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

七
二
会
・
信
更
・

大
岡
・
中
条
支
部

「
四
支
部
合
同
情
報
交
換
会
」

　

青
年
部
は
、
11

月
28
日（
火
）に
つ

く
ば
未
来
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
務
所　
中
小
企

業
診
断
士
横
田
透
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

経
営
研
修
会
を
開
催
し
た
。（
受
講
者
26
名
）

　

講
師
よ
り
こ
れ
か
ら
若
手
経
営
者
・
後
継

者
が
「
知
恵
の
経
営
」
を
実
践
す
る
に
あ
た

り
、
最
初
に
頭
に
い
れ
て
お
く
こ
と
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
講
演
が
あ
り
ま
し 

た
。

　

自
社
の
「
強
み
」
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
「 

う
ち
の
強
み
は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理

だ
よ
。」

　
「 

う
ち
は
、
笑
顔
の
接
客
に
は
自
信
が
あ

る
な
。
お
客
様
に
い
つ
も
褒
め
ら
れ
る

よ
。」

　
「 

う
ち
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
お
客
様
へ

の
素
早
い
対
応
だ
よ
。」

　

一
方
、「
う
ち
に
は
特
別
な
い
な
〜
。
弱

み
ば
っ
か
り
だ

よ
。
加
工
し
て

る
け
ど
、
う
ち

で
し
か
で
き
な

い
加
工
技
術
で

も
な
い
し
…
。」

と
い
う
声
も
聞

こ
え
て
き
そ
う

で
す
。

　

で
も
、
本
当

に
、
他
社
に
誇

れ
る
「
強
み
」

が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

で
は
、
質
問
の
内
容
を
か
え
ま
す
。

　
「
み
な
さ
ん
の
会
社
の
月
の
売
上
は
、
0

円
で
す
か
？
」

　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。

　

売
上
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
顧
客
が
、

み
な
さ
ん
の
会
社
に
何
ら
か
の
価
値
を
感
じ

て
い
る
か
ら
、
お
金
を
払
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

逆
を
考
え
た
ら
（
み
な
さ
ん
が
お
金
を
払

う
立
場
）、
よ
く
分
か
り
ま
す
よ
ね
。

　

ま
た
、
会
社
が
続
い
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
、弱
み
を
打
ち
消
す
だ
け
の
強
み
（
価
値
）

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

つ
ま
り
、
会
社
と
し
て
継
続
し
て
い
る
限

り
、
み
な
さ
ん
の
会
社
に
は
、
他
社
に
は
な

い
強
み
（
価
値
）
が
あ
る
ん
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
強
み
（
価
値
）
を
生
み
出
す

源
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の
会
社
が
生
み
出
し
、

活
用
し
て
き
た
「
知
恵
」
で
す
。

　
「
知
恵
」
と
い
う
と
、
難
し
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
知
恵
」
は
、
ど
ん
な
会
社
に
も
、
当
た

り
前
に
存
在
し
て
い
る
ん
で
す
。

　
「
知
恵
」
の
具
体
的
な
例
は
、
経
営
理
念
、

研
究
開
発
力
、
技
術
力
、
熟
練
工
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
品
質
管
理
力
、
多
品
種
少
量
生
産
へ
の

対
応
力
、組
織
力
、機
動
力
、顧
客
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
、
仕
入
先
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

力
、社
内
の
改
善
活
動
、社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
良
さ
、
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
接

客
力
、
ア

フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス

対
応
力
、

な
ど
の
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
ら

は
、
み
な

さ
ん
の
普

段
会
社
で

行
わ
れ
て

い
る
、
み

な
さ
ん
の

会
社
に
と
っ
て
「
当
た
り
前
の
活
動
」
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
「
当
た
り
前
の
活
動
」
こ
そ
が
、
み

な
さ
ん
の
会
社
に
し
か
な
い
、
貴
重
な
「
知

恵
」
な
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
の「
知
恵
」を
大
事
な「
資
産
」

と
し
て
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
活
用
し
て
い

く
こ
と
を
「
知
恵
の
経
営
」
と
言
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
み
な
さ
ん
の
会
社
に
あ
る
「
知

恵
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
形
の
な
い
も
の

で
あ
り
、
当
た
り
前
の
日
常
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
自
身
が
気
づ

い
て
い
な
い
だ
け
な
ん
で
す
。

　

ま
さ
に
、
み
な
さ
ん
の
会
社
に
は
、「
宝
」

が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
宝
」
が
あ
る
の
に
、
み
な
さ
ん
自
身
が

気
づ
い
て
い
な
い
、
本
当
に
も
っ
た
い
な

い
！

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
自
分
の
会
社
に
は
、
み

な
さ
ん
自
身
も
気
づ
い
て
い
な
い
、
会
社
の

「
宝
」
が
眠
っ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と

を
頭
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

〜
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
！

講師：横田 透 氏

　

一
方
、「
う
ち
に
は
特
別
な
い
な
〜
。
弱

熱心に受講する青年部員

経
営
研
修
会
「
若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の
知
恵
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー

 

〜
自
社
の
価
値
を
再
発
見
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
！
〜
」
開
催

青年部

「知恵（見えざる資産）」が価値を生む

支部の
交流会報告

支部の
交流会報告
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会員会員さんは会員さんは
こんな人こんな人

かいいん

ひと
趣味紹介

川中島支部

「̶神輿担ぎ」を始めたきっかけは？
　20 代はバイクトライアルという競技に
熱中していましたが、膝を痛めてしまって
辞めることになったんです。そんな時「神
輿でも担いでみるか」と、仲間に誘われ
て参加してみたら、予想以上に奥が深く
一気に魅了されました。以降、浅草の三
社祭などの大祭に飛び入り参加しながら、
各祭りの特徴や担ぎのルールを習得して
来ました。中には他所からの担ぎ手を歓
迎しないお祭りもあるので、当初は神輿
に触れられず終いなんてこともありまし
た。だから、担げただけでしばらく放心
状態に陥ったこともありました。
̶  そこまで熱中する理由は？ 戸谷さ
んにとっての「神輿担ぎ」とは？

　楽しいとか刺激的等の単純なこと
ではなく…逆に立派な理由があるわ
けでもなく…おそらく、山登りをする
人が「なぜ登るのか？」と尋ねられた
時と同じで、そこに祭りがあるから、
神輿があるから、としか答えようが
ありません。（苦笑）
̶地域のお神輿があるとうかがいました
　15 年ほど前にご縁をいただき、

風神雷神様が彫られた立派なお神輿を
譲っていただきました。そこで「川中
島神輿保存会風神雷神」を発足させ、
現在は会長として約 50名の仲間と共
に川中島フェスティバルなどに参加し
ています。
̶今後の展望は？
　神輿とは、担ぎ手が年齢も立場も関
係なく力を合わせて初めて担ぐことが
できるものです。人と人が助け合う地
域の絆のシンボルや伝統・文化を醸成
する源にもなり得る、と私は考えてい
ます。ですから、もっと多くの住民の
皆さんにご参加いただけるよう努め、
この町の神輿文化をさらに大きく強
く、大切に育ててゆきたいですね。

戸谷　勤（とや・つとむ）
昭和32年 上水内郡小川村
生まれ。25歳の時、兄に
誘われて板金業をスター
ト。現在は専務（弟）と店長
（長男）に経営・現場をほぼ
任せ、サポート役に徹する。
人と人の絆と輪を大切に、
地域の文化を愛情深く育む
ことに力を注ぐ。

有限会社太陽自動車興業：「カーコンビニ倶楽部 TAIYO」
の名でおなじみ。主な事業は車の板金塗装、車検修理等。
本社：長野市川中島町今里1065-11
HP：http://www.carcon-taiyo.com

   VOL.2  　有限会社太陽自動車興業 
代表取締役／長野市商工会 商業部
会 副部会長　戸谷 勤氏

〔参考文献〕
　・歴史の道「北国街道を歩く」　傳田 重義
　・会報「かわなかじま」　川中島町商工会

北国街道～探見スポット  その3
北国街道沿い～隠れたスポットと逸話

川中島支部

■明治天皇小休所碑と御
ご
膳
ぜん
水
すい
井戸

　明治天皇は明治11年に、全国巡行の際、北国街道を
篠ノ井追分から布施高田を経て北上、川中島南原を通り
長野に向かいました。
　その際に、現在の南原公民館にてご休憩されています。
　当時、南原には2つの井戸がありましたが、そのうち
の1つ大久保固左衛門氏（現：当主の大久保義正さん所
有）の井戸水が使われました。今でも、原形はそのまま
で立派な造りなのであります。ただ、今は水はなく井戸
は使ってないそうです。

 明治天皇小休所跡の碑  明治天皇御膳水の碑

※ 御膳水…その昔、諸大
名や宮家などに献上す
る御膳やお茶に用いら
れた水は「御膳水」と
名付けられました。

 御膳水井戸 〈写真協力〉大久保義正さん

地域地域

探見探見
ちいきたんけん

北原

御厨

南原

77 445
昭和小

今
井
駅 西友

延命大仏殿

蓮香寺 世茂井神社
明治天皇小休所跡

北原天満宮
貞婦の碑

御膳水の碑
御膳水井戸

川中島中

北
国
街
道

長野市役所
川中島支所

商工会
川中島支所

略地図

神 輿 担 ぎ

還暦祝いの赤いパッチをはいて神輿を担ぐ戸谷さん
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編

集

後

記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
一
月
下
旬
に
な
っ
て
雪
が
多

く
、
す
で
に
雪
か
き
疲
れ
が
出
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

商
工
会
館
は
耐
震
改
修
・
改
装
工
事

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
設
備
や
内
装

も
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
の
で
、
新
し
い
建

物
の
よ
う
な
明
る
い
雰
囲
気
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
も
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
会
議
室

も
ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
お
隣
の
市
役
所
更
北
支
所
の

建
設
工
事
が
ま
だ
半
年
ほ
ど
か
か
る
よ

う
で
す
の
で
、
駐
車
場
を
含
め
た
全
体

の
完
成
ま
で
は
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

各
地
で
「
ど
ん
ど
焼
き
」
や
「
お
焚

き
上
げ
」
の
行
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
表
紙
で
ご
紹
介
し
た
戸
隠
の

ど
ん
ど
焼
き
は
、
ス
キ
ー
場
を
舞
台
に

松
明
滑
走
や
雪
上
花
火
な
ど
、
冬
の
お

祭
り
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
商
工
会
の
地
域
内
に
も
色
々
な
お
祭

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
機
会

を
作
っ
て
、
他
の
支
部
の
お
祭
り
を
訪

ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
う
す
ぐ
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

日
本
選
手
の
活
躍
に
期

待
し
、
テ
レ
ビ
観
戦
な
が
ら
応
援
し
て

盛
り
上
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご融資額３５０万円以内 
（お子さま１人あたり）

あなたの“未来”応援します！

ご入学前の 
まとまった費用
の準備が可能！ 

【ご相談・お問い合わせは】 教育ローンコールセンター 

受付時間 月～金曜日／9:00～21:00 土曜日／9:00～17:00  

※日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）はご利用いただけません。

0570-008656
ハローコール

（または 03－5321-8656）

国の教育ローン 

詳しくは Web で！ 

検索

固定金利 
長期返済なの

で安心！ 

３５年以上の 

取扱実績！ 

「商工会報ながの」は年4回発行し、全会員はじめ関
係機関等に約2,100部配布しています。
会報への広告掲載および折り込みチラシを希望される
方は、各支所または本所総務指導課へご連絡ください。
広告掲載…………1/8ページ 5,000円（税込）
折り込みチラシ…A4サイズ 1枚10円（税別）
自社の商品・製品やサービスの紹介、各種売り出し等
PRに是非ご活用ください。

有料広告掲載および折り込みチラシのご案内

この大きさが 1/8 ページです 

　「中小企業の経営の改善発達を促進するための中小企
業信用保険法等の一部を改正する法律」の成立に伴い、
平成30年4月1日から新しい信用保証制度がスタート
します。

主な改正
（1）  創業者が手元資金なしで保証割合100％で受けら

れる融資の限度額を2倍に拡充
 （1000万円→2000万円）
（2）  小規模事業者が保証割合100％で受けられる融資

の限度額を大幅に拡充（1250万円→2000万円）
（3）  事業承継を受けた経営者が株式取得等のために個

人でも活用できる保証制度の創設
（4）  全国規模の危機時に通常の一般保証とは「別枠」

で保証割合100％の融資を受けられる制度の創設
（5）  業績の悪化している業種を対象とした「セーフテ

ィネット保証5号」の保証割合の変更
 （100％→80％）

詳細については、下記URLからご確認ください。
　  http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/shikinguri/
hokan/index.htm
 信用補完制度見直しの概要
　  http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/shikinguri/
hokan/2017/191025hokan18.pdf

より円滑な資金繰りを
 サポートします！

平成 29年分青色相談コーナー日程のお知らせ
時間：午前9時30分～ 12時00分
　　　午後1時00分～   4時30分

会場 開設日
長野市商工会本所 2月 26日
若穂商工会館 3月 1日・2日
川中島町商工会館 3月 1日
七二会商工会館 3月 5日

豊野町商工会館 2月 20日・21日・27日
3月 2日

長野市商工会
戸隠支所

2月 16日・28日
3月 7日

長野市商工会
鬼無里支所 3月 9日

長野市大岡支所 3月 2日
長野市商工会
中条支所 3月 8日

お知らせ


